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韓国青年訪日団（オンラインプログラム）の記録  

（対象国：韓国， 

テーマ：東京オリンピック・パラリンピック韓国ホストタウン視察） 

 

１．プログラム概要 

 在大韓民国日本国大使館にて選抜された発信力のある韓国の大学生・大学院生・社会

人等１０名を対象に，「東京オリンピック・パラリンピック韓国ホストタウン（京都府

京丹後市・山形県寒河江市）視察」をテーマに２月６日から４月１０日にかけて計３回

のオンラインプログラムを実施しました。講義聴講，ホストタウンからの中継，同世代

交流・討論等を通じて，日本及びホストタウン各地の文化・社会に対する理解を深める

とともに、韓国における東京オリンピック・パラリンピックの広報及び対日理解の促進，

今後の日韓間の相互理解と信頼関係の基盤強化に寄与するために，各々の関心事項や体

験等について SNSを通じて積極的に対外発信を行いました。 

また，本事業では，オフラインプログラムへとつなぐべく，参加者を 2つのグループ

に分けて、「東京オリンピック・パラリンピックの韓国ホストタウンである京丹後市と

寒河江市をいかに広報するか」をテーマにした企画プロジェクトを課しており，まずは

各市に関する調査を実施して発表し，実際の訪日が実現した場合には各プロジェクトに

沿った内容で韓国ホストタウンを取材し，その成果を訪日後に発表することになってい

ます。オンラインプログラムでも，その一環として両市の担当者と意見交換する機会を

設けました。参加者一同，実際に訪日できる機会に期待を寄せながら，本プログラムに

意欲的に参加しました。 

 

【参加国・人数】 

韓国１１名（引率１名，団員１０名） 

 

【オンライン視察地】 

京都府京丹後市、山形県寒河江市 

 

２．日程    

２月６日（土）  

【オリエンテーション】主催者挨拶，日程説明，団員自己紹介等 

【交流】訪日時に交流予定の同世代との交流・討論 

 

３月６日（土） 

【東京オリンピック・パラリンピック韓国ホストタウンからのオンライン生中継】 

①京都府京丹後市，②山形県寒河江市（各市の概要・ホストタウンになった経緯等説明） 

【意見交換】東京オリンピック・パラリンピック韓国ホストタウンを韓国内でいかに広
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報するか 

４月１０日（土） 

【講義聴講】外務省「最近の日韓関係について」 

【交流】①日本の学生による「福島の魅力」発表及び質疑応答、②東日本大震災被災地

視察プログラムに参加した韓国人学生の体験談及び質疑応答 

オンラインプログラムのまとめ 

 

３．プログラム記録写真  

（オンライン視察地：京都府京丹後市、山形県寒河江市） 

  

２月６日【オリエンテーション】 

日程，テーマ，各中継先等の説明 

２月６日【交流】 

訪日時に交流予定の同世代との交流・討論 

  

３月６日【オンライン視察】 

京都府京丹後市（市の概要等紹介） 

３月６日【オンライン視察】 

山形県寒河江市（ホストタウンになった経

緯等説明） 

  

４月１０日【交流】日本の学生による「福

島の魅力」発表及び質疑応答 

４月１０日【交流】東日本大震災被災地視

察プログラムに参加した韓国人学生の体験

談及び質疑応答 
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４．参加者の感想（抜粋） 

◆ 韓国 大学院生 

東京オリンピック・パラリンピックの開催については知っていても，韓国選手団の

ホストタウンについては正直あまり情報がなかったので，今回のオンラインプログ

ラムは大変参考になった。新型コロナウイルスの状況ではあるが，せっかくのご縁

をこのまま終わらせることなく，是非実際に訪日して，ホストタウンのこともしっ

かり取材し，韓国の皆さんに伝える活動をしたい。 

◆ 韓国 大学生 

新型コロナウイルスにより渡航がままならない中，このようなプログラムを実施し

ていただいたことに感謝する。京丹後市も寒河江市も韓国では全然知られていない

都市がいかに韓国との縁を結び，ホストタウンにまでなったのか，各市のご担当者

から直接うかがうことができ，大きな学びとなった。また，福島出身の学生による

福島のプレゼンと質疑応答も大変興味深く聞くことができ，福島への誤解や偏見が

あったことを改めて感じさせられた。 

◆ 韓国 大学生 

ホストタウン両市のこと，外務省の講義を通じて改めて認識した日本側の立場，福

島のこと等，毎回新たな学びが多く感謝申し上げたい。プレオンラインプログラム

を通じて，実際の訪日への期待が高まった。 

 

 

５．受入れ側の感想 

 オンライン視察先関係者（京丹後市） 

私たちが韓国のホストタウンに手を挙げたきっかけは，高校生のカヌー競技交流か

ら始まった交流がきっかけとなっており，それらが縁となって，今回のプログラム

に京丹後市が参加することになったが，オンラインとはいえ皆さん真摯に取り組む

様子がわかり，実際にお迎えしたいという思いにもなった。このような出会いを大

切に，交流から広まった輪が大きく広がって欲しいと願っている。 

 オンライン視察先関係者（寒河江市） 

寒河江市では，1974年に韓国慶尚北道安東市との姉妹都市締結後，官民一体となっ

て交流が重ねられ，東京オリンピックにおける韓国のホストタウンとして，これま

でスケートボード競技の強化合宿などが行われてきた。今回のオンラインプログラ

ムでは，寒河江市の紹介やこれまでの姉妹都市交流，ホストタウンに関する説明を

行い，学生たちからはスケートパークに関する質問や特産品のさくらんぼに関する

質問が多く寄せられた。皆さんにはホストタウンとしての取り組みについて学んで

もらうとともに、さくらんぼを含む寒河江のいいものをたくさん知っていただき、

多くの方々へ発信していただければと願っている。皆さんが、寒河江を満喫しても

らえる日が来ることを心待ちにしている。 
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６．参加者の対外発信 

 

 

 
京丹後市と寒河江市について学んだ内容に

ついて発信 

 

3月 6日土曜日、東京オリンピック 2020

の韓国ホストタウンである京丹後市と寒河

江市についてのプレゼンてーションがあっ

た。両市は各々韓国のカヌーとスケートボ

ード選手団のホストタウンであり，共に数

年前からそれぞれの競技の韓国オリンピッ

ク代表選手及び関係者の方々と，小中高生

等地元住民との間で各種の交流を続けてき

たそうだ。 

この日は京丹後市と寒河江市の両市から関

係者がオンラインでそれぞれの都市の魅力

についてお伝えいただき，その魅力にすっ

かり虜になってしまった。 

今はコロナで簡単に行き来できないが，お

話をうかがっていると，今すぐにでも行き

たくなる京丹後市と寒河江市！その魅力を

今後も伝えていけるように努力したい。 

京丹後市と寒河江市の紹介について発信 

 

（上）京丹後市とは？：地名は，かつて「丹

後国」と呼ばれていたことに由来する。近

代になって周囲町村との合併を繰り返し，

今では「丹後」に「京」を付け加え，「京丹

後市」となった。 

京丹後市の久美浜高等学校と韓国のソリョ

ン高等学校の間で 2004 年からカヌーによ

る交流が始まったことが縁となって，東京

オリンピック韓国カヌー代表選手のホスト

タウンとなった。 

 

（下）東京オリンピック・ホストタウン寒

河江市：韓国のスケートボード代表選手の

ホストタウンである寒河江市を，私たちが

作った広報資料で紹介します。 

＃JENESYS2020，#日韓交流，＃韓国青年訪日

団，＃日本公報文化院レポーター 
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７．グループ別プロジェクトの調査結果発表 

 
 

本事業では，参加者を 2つのグループに分けて「東京オリンピック・パラリンピッ

クの韓国ホストタウンである京丹後市と寒河江市をいかに広報するか」をテーマにし

た企画プロジェクトを課しており，オンラインプログラム期間中に，まずは各市に関

する調査を実施して発表し，実際の訪日が実現した場合には各プロジェクトに沿った

内容で韓国ホストタウンを取材し，その成果を訪日後に発表することになっている。 

添付した資料は，参加者が各市について調査した内容を，SNSで発信しやすいよう

にまとめたものの一部で，参加者はこれらの資料を活用して積極的に SNSで情報発信

をした。 

 

また、参加者たちは，京丹後市と寒河江市の事業担当者との意見交換の場で，訪日

時の広報協力及び再会の約束を交わし，プログラム終了時には，参加者はもちろん，

両市の担当者からも，実施団体側へオフラインでのプログラム実施を期待する声が寄

せられた。参加者の声を一例ではあるが，この場で紹介する。 

・日韓共に新型コロナウイルスのワクチンによる集団免疫が造成され，一日も早く実

際の訪日を果たして両市に取材しに行きたい。 

・オンラインで築いた京丹後市と寒河江市とのせっかくのご縁を維持し続けていく

ためにも，オンラインで終わるのではなく，オフラインにつなげていきたい。 

・韓国との交流がある両市は韓国でもあまり知られていないので，東京オリンピッ

ク・パラリンピックが終わった後でも，是非取材に行って韓国に皆さんに広報して

いきたい。 

 

事業実施団体：公益財団法人 日韓文化交流基金 


